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日本最大級の単一アーチの霊台橋は宇助による架橋 　石工であった父・宇七と林七
から知識と技術を学び、肥後の
石工の中でも特にすばらしい功
績を残しました。八代の干拓工
事で活躍し、姓（岩永）を受けたこ
ともその実績を物語ります。彼は、
熊本初のアーチ式水路橋である
「雄亀滝橋」や現在山都町では
最も古い「聖橋」を架けました。そ
の後、薩摩藩の強い要望により
薩摩（鹿児島県）へ卦き、「甲突
川の五石橋」などを手がけまし
た。
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加藤清正が熊本城築城

日本最初の眼鏡橋（長崎）が造られる。

仁平石工により山鹿市菊鹿町に

熊本最初のアーチ式石橋「洞口橋」が完成

藤原林七が現八代市東陽町へ

三五郎（のちの岩永三五郎）生まれる。

水路橋の雄亀滝橋（美里町）が完成

丈八（のちの橋本勘五郎）生まれる。

藤原林七死去

霊台橋（美里町）が完成

岩永三五郎死去

通潤橋（山都町）が完成

八勢目鑑橋（御船町）が完成

橋本勘五郎が明治政府の要請で東京へ

橋本勘五郎死去

御船川目鑑橋が洪水で流出

東陽　石匠館落成

通潤橋史料館落成

通潤橋架橋150周年

八勢目鑑橋架橋150周年

通潤橋が熊本地震により被災

豪雨により通潤橋の石垣崩壊

通潤橋が約4年ぶりに放水再開
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方も橋によってさまざまです。布積み、乱積みな　
どがあります。



東陽 石匠館（八代市）

単一アーチ式の石橋として日本最大級の霊台
橋の工事には、述べ43,967人が携わったという
記録が残っています。

やまと
文化の森

若い頃より志高く、矢部手永の白糸台地の
田畑に水を引くための通潤橋架橋に尽力
しました。地域住民からその功績を称えられ、
通潤橋近くの布田神社に祀られています。

＜主な架橋＞通潤橋、貫原橋、聖橋、
　　　　　　浜町橋、金内橋、山中橋

手永　てなが
　江戸時代の熊本藩独特の行政制度で、郡と村の中間
　行政区分にあたります。
惣庄屋　そうじょうや
　手永の行政責任者。
郡代　ぐんだい
　各郡に数名置かれた（藩士）。手永と藩庁との中継等を
　行う。
井手　いで
　田畑などに水を引くために掘られた水路のこと。

石橋基礎用語　その2
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 霊台橋は下益城郡美里町（旧砥用町）に

ある大きな石橋で、美里町から山都町へと

向かう要所に架けられています。単一アー

チ橋としては日本最大級の大きさを誇り、

国の重要文化財にも指定されています。そ

の堂々とした勇姿と美しさは見事です。現

在も橋の上を渡ったり、精緻な石組みの様

子を間近で見たりすることができます。

ばんしち



漆喰で漏水を防ぐ方法を考えだしました。
　通潤橋は保之助の総指揮のもと宇市ら総数41人の石工と多くの人たちの協力で完成しました。
　また、平成28年熊本地震及び平成30年豪雨により通水管の漏水や右岸上流側壁石垣崩落等の被
害が発生し、放水を中止しました。保存修理工事の末、令和2年7月に約4年ぶりに放水が再開されまし
た。通潤橋は160年以上経った今でも、地元の多くの人々のために活かされ、また人々に復興への希望
を与えてくれる存在となっています。

しっ くい

平成28年10月から令和2年
5月の修復工事の様子。
崩落した93石を含む148石
を積み直しています。

通潤橋の手本となった雄亀滝橋

若いときから、その志は高く

　布田保之助は矢部手永の惣庄屋だった父を
幼い頃に亡くし、苦労を重ねました。１０代後半には、
おぼろながらも水路橋架橋の構想を持っていたと
言われています。
　惣庄屋になった保之助は、水の便が悪く思うよ
うに農作物が育たず苦しんでいる農民のために、
白糸台地に水を送ろうと、通潤橋の架設を計画し
ました。棟梁として携わった石工は宇市、丈八（橋
本勘五郎）、甚平です。水路橋としては雄亀滝橋
という手本はありましたが、一番の問題は、橋より
高い位置にある白糸台地にどのように水を送るか
ということでした。

通潤橋の高度な技術力

　保之助は吹上式に注目し、通潤橋を通して白糸
台地に水を送る方法を考えました。
　また、白糸台地に水を送る際もう一つの課題で
あった頑丈な通水管についても、石の中央をくり
ぬいた管をつなぎ合わせ、継ぎ目を特別配合の

しら いと だい  ち

いつか、このような

水路橋をつくりたい！

※右図

通潤橋の水を送る「吹上樋」
　通潤橋の通水管は、建造当時から「吹上樋」と呼ばれています。これは、通潤橋の高さが白糸台地
より低い位置にあるにも関わらず、取入口と吹上口の高低差を利用することで台地へ勢いよく水が
吹き上がることに由来します。
　吹上樋は、通潤橋の要となるため、水圧で吹き破れないよう阿蘇の溶結凝灰岩のより堅固なもの
が用いられています。これらは、事前に実験を行い考案されたものです。

ふ き あ げ と い

ふきあげとい

石の通水管をつなぐ漆喰のひみつ
　石の管をつなぎ合わせて通水管にし、継ぎ目の漏水を防ぐために使われた漆喰は、
試行錯誤の経過が見てとれる複雑な配合になっています。

作り方と詰め方
土、石灰、砂、塩、二日ほど煮た松葉汁を特別な配合で
臼でつきまぜる。二日二晩程度寝かせて、さらにつき
もどしたものを使用する。漆喰を石管のつなぎ合わせ
部分に詰めたら、棒で70回ほど突いて密着させる。

（「通潤橋仕法書」参考）

上記の材料一つひとつにも臼でひいたり、乾燥させたりと細かい作業が必要で、当
時とまったく同じものを再現することは難しいようです。

水を送る仕組み

１８５４年（嘉永７年）

水路橋、さや石垣

宇市ら総数41人

約７６.０ｍ

約６.３ｍ

約２０.２ｍ

上益城郡山都町長原・城原

国指定重要文化財

完 成

特 徴

石 工

長 さ

幅

高 さ

所在地

通潤橋
データ

①笹原川から水を取り入れる。

②水は通潤橋の通水管を流れていく。
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６.５ｍ７.６ｍ



 八勢目鑑橋は、旧街道「日向往還」（熊本県

から宮崎県延岡市までのルート）に架かる橋

です。橋がないときには、「八勢の谷渡り」と言

われるほどの難所で、人や馬の命にかかわる

危険を伴っていました。そこで、木倉手永（現

御船町）の豪商・林田能寛は、自らの財をな

げうって架橋に尽力しました。

 林田能寛は地元の人々に畏敬と親しみを込

めて「ノウカン」さんと呼ばれています。

やせ たにわた

（令和元年文化庁「歴史の道百選」に選定）

よろずや

みつながへいぞう

一商人の熱意が人々を動かした

　八勢目鑑橋が架かるまでは、地元の村人が造った
木の橋が架かっていました。しかし、大雨の度に急流
八勢川により橋は流され、谷を渡る人馬の事故も多く
起こっていました。
　御船町で当時酒造業「萬屋」を営んでいた林田能
寛は、その状況を見かね、惣庄屋の光永平蔵に石橋
の架橋を願い出ました。しぶる平蔵に能寛は、「費用
万端はおまかせください。たとえ乞食に成り果てても、
この難儀を救わずにはいられません」と私財をすべて
投じる覚悟を示しました。平蔵はその言葉に感動し、
藩に働きかけ架橋の許可を得ました。
　これ以前に能寛は、現在は洪水で失われた「御船
川目鑑橋」の架橋やさまざまな公共事業に携わり、寄
付集めなどで奔走した実績がありました。そのために
地域住民からの人望も厚く、八勢目鑑橋の架橋でも多
くの協力が得られました。

わずか４ヶ月のスピード架橋

　八勢目鑑橋の一番の特徴は、わずか４ヶ月という工

事期間の短さです。同じ御船町の下鶴橋が完成まで
に４年、短期間で完成したことで有名な霊台橋でも７ヶ
月かかっていることと比較してもいかに短かったかが
分かります。
　しかしながら、この工事は難所と言われるだけに、そ
う簡単にはいきませんでした。石工は種山の宇助で、
のちの種山石工の祖といわれている林七の孫（嘉八
の長男）にあたる人です。宇助は先の御船川目鑑橋
の建設にも関わり、その実績から能寛からの信頼も厚
かったと思われますが、その高い技術力と多くの人々
の協力があったからこそ、この難所を克服でき、スピ
ード架橋が実現したのです。

八勢目鑑橋がもたらした恩恵

　実際に石橋が架かってからは、日向往還を使った人
馬、物品の往来が盛んになりました。山都町の生活文
化は、熊本と日向の双方の影響を受けるようになり、途
中の御船町は物流の要所として栄えることになりまし
た。商人であった林田能寛がどこまで計算していた
かは定かではありませんが、八勢目鑑橋は地域の人た

ちにとってお金には替えられない財産となりました。また能
寛は、自宅に「文武館」という私学校（御船小学校の前
身）を創設し、人材育成にも力を入れました。それらの功績
をたたえ、地元の八勢地区では毎年４月に「林田能寛祭」
を行ない、いつまでも彼の偉業を伝え続けています。
　現在、緑に囲まれた八勢目鑑橋周辺は公園整備され、
日向往還の苔むした美しい石畳とともに心癒される散策
スポットとして多くの人が訪れています。

　熊本市から日向・延岡へと至る旧藩時代のルートは日向往還
と呼ばれていました。大名が通った参勤交代道とは違い、生活
物資を運ぶための庶民の道として、まさに“地道”な役割を果たし
ていたのです。
　日向往還にとって石橋の存在は非常に重要でした。工法が珍
しい門前川橋や険しい谷を渡る八勢目鑑橋、聖橋など、今では当
時の様子を物語る貴重な歴史遺産です。

さんきんこうたいどう



時代は変わり、道も変わる

　それまで山都町と熊本市を結ぶ主要道として
往来が盛んであった日向往還も、明治時代に入
ると軍隊の物資輸送には適さなくなったという理
由で新しい道の建設が計画されました。
　その新しい道に4年の歳月をかけて架けられ
た橋が下鶴橋です。御船川を渡るその石橋は、
当時まだ健在であった橋本勘五郎とその子・弥
熊が手がけ、長年培われてきた種山石工の技術
が注ぎ込まれています。



豪快な放水が特徴の通潤橋（山都町）は、観光資源の代表格と
して見学旅行の定番となっています。道の駅や通潤橋史料館も
隣接しているので、これからも緑川流域の石橋観光の拠点の一
つとして期待されています。





イチョウの時期が特に美しい、二つの
川の合流地点に架かる珍しい兄弟橋。
ここからは４連橋の年祢橋も見ること
ができます。

国指定重要文化財。単一アーチの石
橋として日本最大級の大きさを誇り、
雄大なその姿は緑川流域の石橋群の
代表的存在です。



COMMON IDOE
（キャンプ場）

フォレスト
アドベンチャー
・美里

美里町
ガーデンプレイス
・家族村

道の駅 美里
「佐俣の湯」

熊本甲佐総合運動公園

星の森ヴィラ

九州中央自動車道

九州
自動
車道

山都中島西I.C
上野吉無田I.C

嘉島JCT

井竿橋（平成28年流失）



※石橋紀行は平成16年度に執筆された記事をもとに掲載しています。
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※石橋紀行は平成16年度に執筆された記事をもとに掲載しています。
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※石橋紀行は平成16年度に執筆された記事をもとに掲載しています。
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※石橋紀行は平成16年度に執筆された記事をもとに掲載しています。
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※石橋紀行は平成16年度に執筆された記事をもとに掲載しています。
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※石橋紀行は平成16年度に執筆された記事をもとに掲載しています。
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